
☆
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
か
ら
平
和
へ
の
願
い

ー
６
・
１
８
浜
松
大
空
襲
か
ら
生
き
の
び
て
ー

☆

私

は
６
・
１
８
大
空
襲
の
〝
生
き
証
人
〟

プ
ラ
タ
ナ
ス

◆
私
は
一
九
四
五
年
六
月
十
八
日
の
浜
松
大
空
襲
の
焼
け

野
原
で
生
き
残
っ
た
三
本
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
一
本
で
す
。

い
ま
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
北
口
と
遠
鉄
百
貨
店
の
間
の
広
場
で

市
民
に
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
右
写
真

☆
あ
の
と
き
、
私
が
見
た
も
の

◆
そ
の
日
未
明
か
ら
始
ま
っ
た
米
軍
Ｂ

百
機
に
よ
る
猛
爆

２９

撃
で
浜
松
市
は
一
面
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。

◆
そ
の
日
空
襲
で
焼
失
し
た
家
屋
は
約
一
万
五
千
戸
、
亡
く

な
っ
た
方
は
約
一
千
八
百
人
に
及
び
ま
し
た
。
被
災
者
の

多
く
が
川
に
飛
び
込
ん
だ
の
を
見
ま
し
た
。

◆
左
の
写
真
は
焼
け
野
原
と
な
っ
た
浜
松
市
の
風
景
で
す
。

焼
け
た
木
と
、
遠
く
に
旧
松
菱
百
貨
店
の
廃
墟
が
見
え

ま
す
。
私
の
肌
も
真
っ
黒
に
焼
け
た
だ
れ
ま
し
た
。

☆
あ
れ
か
ら
六
七
年
、
私
は
・
・

◆
私
達
三
本
の
木
は
奇
跡
的
に
生
き
の
び
新
し
く
芽
を
吹
き

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
れ
か
ら
日
本
は
、
二
度
と
戦
争

を
し
な
い
と
誓
っ
た
平
和
憲
法
を
持
ち
、
私
は
六
十
七
年

間
、
平
和
に
暮
ら
す
浜
松
市
民
を
見
て
き
ま
し
た
。

◆
そ
し
て
昨
年
は
浜
松
市
の
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
戦
争

や
核
兵
器
を
な
く
し
、
恒
久
的
な
世
界
平
和
に
貢
献
す
る

こ
と
を
誓
っ
た
「
平
和
都
市
」
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

☆
私
を
長
生
き
さ
せ
て
く
だ
さ
い

◆
し
か
し
、
私
に
は
心
配
な
事
が
あ
り
ま
す
。
私
を
生
か
し
て
く
れ
た
平
和
憲
法
を
変
え
て
、

再
び
戦
争
が
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
い
ま
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

◆
私
は
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
風
景
を
再
び
見
る
こ
と
は
絶
対
に
い
や
で
す
。
浜
松
市
民
の
皆

さ
ん
、
平
和
憲
法
を
守
っ
て
私
を
長
生
き
さ
せ
て
下
さ
い
。

〔
六
・
一
八
浜
松
大
空
襲
と
平
和
憲
法
を
心
に
刻
む
集
会
の
お
知
ら
せ
〕

日
時
・
六
月
十
九
日
１
９
時
～

場
所
・
遠
州
教
会
（
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
～
十
五
）

講
演
・
「
浜
松
基
地
自
衛
官
人
権
裁
判
、
そ
の
内
容
と
判
決
の
意
義
」
講
師
・
塩
沢
忠
和
弁
護
士

二
〇
一
二
年
六
月
十
日(

日
）

第
五
四
四
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
―
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆武力ではなく「平和憲法」で国際貢献！ これが日本の使命です◆

（街路樹４６本中生き残った３本は、いまＪＲ浜松駅北口、緑化センター、浜松城公園で元気に葉を茂らせています）


